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１１日（木）高齢者学級閉講式　開式 10：00 ～
１４日（日）須恵あづま会発表会
２１日（日）航空自衛隊西部航空音楽隊演奏会
２７日（土）生涯学習まちづくり講演会
２８日（日）島居カラオケ教室発表会
　　　　　　問合せ先：久保　☎ 932 - 5796
３０日（火）更正保護女性会福岡ブロック研修会

●と　き　10 月 27 日（土）
開場 13：30 ～

　　　　　開演 14：00 ～
●ところ　アザレアホール須恵

●主　催　須恵町・須恵町教育委員会

●入場料　無　料

●問合せ先　アザレアホール須恵
　　　　　　☎ 934 - 0030

　

９月 30日（日）～ 10月 28 日（日）
文化協会写真コンテスト作品展

～ 10月 ～

　４日（日）須恵中学校吹奏楽部定期演奏会
　９日（金）中学生の未来に贈るコンサート
１１日（日）演歌わたなべ会 15 周年記念発表会
　　　　　　開演９：30　
　　　　　　問合せ：渡辺　☎ 934 - 0884
２０日（火）年末調整説明会
２３日（祝）とうま音楽教室発表会
２５日（日）須恵町文化協会芸能発表会

～ 11月 ～

　

●と　き　10 月 21 日（日）
　　　　　開場 13：30　開演 14：00
●ところ　アザレアホール須恵
●主　催　須恵町
●協　賛　須恵町自衛隊協力会
　　　　　自衛隊父兄会須恵町支部
●入場料　無　料（入場整理券をアザレアホール
　　　　　須恵窓口と須恵町役場総務課にてお配
　　　　　りしています。）
●問合せ　アザレアホール須恵　☎ 934 - 0030

　アザレアホール須恵館内１階のホワイエ（ロ
ビー）部分を常設の作品発表の場として無料で開
放いたします。開放期間は、原則として１回につ
き３週間です。詳しくはアザレアホール須恵内社
会教育課へお問い合わせください。

演　題　「まちづくり一考！」

講　師　㈱石村萬盛堂
　　　　代表取締役社長　石

いしむら

村  善
ぜん

悟
ご

氏

須恵町の総合情報誌
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好プレーも雨天中止

　第 28回町民ソフトボール大会（須恵町体育協
会主催）が、９月２日（日）に健康広場など７
会場で行われました。
　この大会に、町内から 32チームが参加しまし
た。また、今大会に町内企業からの初参加もあ
りました。
　しかし、この日はあいにくの空模様で、第２
試合目からは雨天中止となりました。
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■　糟屋６町合併研究会事務局　〒 811-2301  糟屋郡粕屋町大字上大隈 55 番１  糟屋郡自治会館内３階
■　電  話 939 - 9966　FAX 939 - 9967   E-mail  info@kasuya6gappei.jp

【経過報告】
　平成 19年８月 28日
　　第１回合併協議会設立準備会　合併協議会規約（案）について協議されました。
　　合併協議会の名称　糟屋６町合併協議会と称することを確認
　　合併協議会の事務所の位置　糟屋６町の町長が協議して定めた場所に置くことを確認
　　合併協議会委員構成
　　・町長、副町長
　　・糟屋６町の議会の議員
　　・糟屋６町の町長がそれぞれ推薦する学識経験を有するものを選出することを協議
　　合併協議会の経費の負担方法
　　・人口割および均等割り方式とすることを協議

酒
類
提
供
の
禁
止

提
供
さ
れ
た
運
転
者
が

▽
酒
酔
い
運
転
し
た
場
合

　

３
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
50
万
円
以
下
の
罰
金

▽
酒
気
帯
び
運
転
し
た
場
合

　

２
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
30
万
円
以
下
の
罰
金

同
乗
の
禁
止

▽
運
転
者
が
酒
酔
い
運
転
の
場
合

　
　
　
　
　
　
　
（
同
乗
者
が
酒
酔
い
状
態
で
あ
る
こ
と
を
認
識
）

　

３
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
50
万
円
以
下
の
罰
金

▽
運
転
者
が
酒
酔
い
ま
た
は
酒
気
帯
び
運
転
の
場
合（
前
記
以
外
）

　

２
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
30
万
円
以
下
の
罰
金

飲
酒
検
知
拒
否

30
万
円
以
下
の
罰
金

　
　
　
　
　
　
　

←

３
か
月
以
下
の
懲
役
ま
た
は
50
万
円
以
下
の
罰
金

質疑応答を行う中嶋町長

救
護
義
務
違
反

５
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
50
万
円
以
下
の
罰
金

　
　
　
　
　
　
　

←

10
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金

　

こ
れ
ま
で
は
飲
酒
運
転
な
ど
特
定
の
違
反
を
し
て
い
る
と
認
め

ら
れ
る
場
合
に
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
改
正
後
は
、
他
の
交
通

違
反
や
交
通
事
故
を
起
こ
し
た
運
転
者
に
対
す
る
提
示
義
務
が
課

さ
れ
ま
す
。

免
許
証
提
示
義
務

　

５
万
円
以
下
の
罰
金

　
「
自
動
車
運
転
過
失
致
死
傷
罪
」事
故
を
起
こ
し
た
者
に
適
用
！

　
　

▽
７
年
以
下
の
懲
役
も
し
く
は
禁
錮
ま
た
は
１
０
０
万
円
以

　
　
　

下
の
罰
金

　
「
危
険
運
転
致
死
傷
罪
」
二
輪
車

　

に
も
適
用
！

　
　

▽
20
年
以
下
の
懲
役

酒
酔
い
運
転

　

３
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
50
万
円
以
下
の
罰
金

　
　
　
　
　
　
　

←

　

５
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金

酒
気
帯
び
運
転

　

１
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
30
万
円
以
下
の
罰
金

　
　
　
　
　
　
　

←

　

３
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
50
万
円
以
下
の
罰
金

車
両
提
供
の
禁
止

　

提
供
さ
れ
た
運
転
者
が

▽
酒
酔
い
運
転
し
た
場
合

　

５
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金

▽
酒
気
帯
び
運
転
し
た
場
合

　

３
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
50
万
円
以
下
の
罰
金

　

道
路
交
通
法
が
一
部
改
正
さ
れ
、
平
成
19
年
９
月

19
日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
改
正
で
は
、
未
だ
に
な
く
な
ら
な
い
飲
酒

運
転
や
、
飲
酒
運
転
を
隠
そ
う
と
す
る
悪
質
な
運
転

者
（
ひ
き
逃
げ
）
に
対
す
る
厳
罰
強
化
の
ほ
か
、
道

路
交
通
法
で
は
罰
則
が
な
か
っ
た
車
両
提
供
や
酒
類

提
供
、
ま
た
、
飲
酒
運
転
車
両
へ
の
同
乗
に
つ
い
て

も
新
た
に
罰
則
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
、
主
な
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
と
お
り

で
す
。

　

糟
屋
６
町
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
構
想
概
要
版

を
各
家
庭
に
配
布
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
７
月

か
ら
９
月
に
か
け
て
、
行
政
区
単
位
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
単
位
な
ど
で
、
町
執
行
部
や
議
会
議
員
、

町
民
み
な
さ
ん
の
参
加
の
も
と
、
ま
ち
づ
く
り

構
想
説
明
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

説
明
会
で
は
、
合
併
問
題
に
関
し
て
、
構
想

策
定
に
至
っ
た
経
緯
、
合
併
し
た
場
合
の
将
来

像
な
ど
に
つ
い
て
質
疑
応
答
な
ど
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

目　

的
（
第
１
条
）

　

合
併
新
法
と
は
、
自
主
的
な
市
町
村
の
合
併
の

推
進
に
よ
る
市
町
村
の
規
模
の
適
正
化
並
び
に
合

併
市
町
村
の
円
滑
な
運
営
の
確
保
及
び
均
衡
あ
る

発
展
を
図
り
、
合
併
市
町
村
が
地
域
に
お
け
る
行

政
を
自
主
的
か
つ
総
合
的
に
実
施
す
る
役
割
を
広

く
担
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

合
併
協
議
会
の
設
置
（
第
３
条
）

　

合
併
を
し
よ
う
と
す
る
市
町
村
は
、
合
併
市
町

村
基
本
計
画
の
作
成
や
そ
の
他
合
併
に
関
す
る
協

議
を
行
う
た
め
、
合
併
協
議
会
を
設
置
し
ま
す
。

合
併
市
町
村
基
本
計
画
（
第
６
条
）

　

合
併
市
町
村
基
本
計
画
と
は
、
合
併
市
町
村
の

円
滑
な
運
営
の
確
保
及
び
均
衡
あ
る
発
展
を
図
る

た
め
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
を
含
む
幅
広
い
内

容
を
盛
り
込
ん
で
作
成
す
る
計
画
の
こ
と
で
、
い

わ
ば
合
併
市
町
村
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
し
て
の

役
割
を
果
た
す
も
の
で
す
。
こ
の
計
画
は
、
合
併

協
議
会
に
お
い
て
作
成
さ
れ
、
都
道
府
県
が
実
施

す
る
事
業
に
つ
い
て
も
記
載
さ
れ
ま
す
。

市
と
な
る
べ
き
要
件
の
特
例
（
第
７
条
）

　

新
設
合
併
の
場
合
、
人
口
要
件
は
３
万
人
以
上

で
そ
の
他
の
要
件
は
満
た
さ
な
く
て
も
よ
い
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

議
会
の
議
員
の
定
数
・
在
任
に
関
す
る
特
例

（
第
８
条
、
第
９
条
）

　

議
会
の
議
員
の
身
分
に
関
す
る
特
例
が
あ
り

ま
す
。

農
業
委
員
会
の
委
員
の
任
期
等
に
関
す
る
特
例

（
第
11
条
）

　

農
業
委
員
会
の
選
挙
に
よ
る
委
員
は
、
一
定

数
以
内
、
一
定
期
間
に
限
り
、
引
き
続
き
在
任

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

地
方
税
の
不
均
一
課
税
（
第
16
条
）

　

合
併
市
町
村
の
全
域
に
わ
た
っ
て
均
一
の
課

税
を
す
る
こ
と
が
著
し
く
衡
平
を
欠
く
と
認
め

ら
れ
る
場
合
に
は
、
合
併
が
行
わ
れ
た
年
度
及

び
こ
れ
に
続
く
５
年
度
に
限
り
、
課
税
し
な
い

こ
と
又
は
不
均
一
の
課
税
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

旧
合
併
特
例
法
と
の
大
き
な
違
い
は
、
財
政

支
援
の
有
無
で
す
。
合
併
新
法
で
は
、
地
方
交

付
税
の
額
の
算
定
の
特
例
（
第
17
条
・
合
併
算

定
替
）
を
除
き
、
合
併
特
例
債
な
ど
旧
合
併
特

例
法
で
認
め
ら
れ
て
い
た
財
政
的
優
遇
措
置
は

廃
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
合
併
新
法
は
、
旧
法
に

よ
る
手
厚
い
財
政
支
援
を
な
く
し
た
う
え
で
、

平
成
17
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
22
年
３
月
31
日

ま
で
の
自
主
的
な
合
併
を
推
進
す
る
時
限
的
な

法
律
に
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

STO
P!!  Drunken Driv

in
g
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○「緊急地震速報」は、震源近くで地震（Ｐ波、初期微動）をキャッチし、
　位置、規模、想定される揺れの強さを自動計算します。
　地震による強い揺れ（Ｓ波、主要動）が始まる数秒～数十秒前に、素早
　くお知らせします。
○ただし、震源に近い地域では、「緊急地震速報」が強い揺れに間に合わ
　ないことがあります。

「緊急地震速報」についてのお問い合わせ先
気象庁地震火山部管理課
　☎（03）3212 - 8341

　気象庁では、10 月１日から緊急地震速報をスタートします。
　これは、地震による強い揺れを事前にお知らせして、地震災害の軽減を目的
とするものです。

家庭では 自動車運転中は
・頭を保護し丈夫な机の下などに隠れる
・あわてて外へ飛び出さない

・あわててブレーキをかけない
・ハザードランプを点灯し、揺れを感じたら
　ゆっくり停止する

人が大勢いる
施設では

・係員の指示に従う
・落ちついて行動する
・あわてて出口に走り出さない

屋外（街）では

・ブロック塀の倒壊などに注意
　する
・看板や割れたガラスの落下に
　注意し、ビルのそばから離れる

鉄道・バス
乗車中は

・つり革、手すりにしっか
　りつかまる

エレベータでは

・最寄りの階で停止させ
　すぐに降りる

山やがけ付近では

・落石やがけ崩れに注意する

緊急地震速報は見聞きしてから、強い
揺れが来るまでの時間が数秒から数十
秒しかありません
その短い間に身を守るための行動を取
る必要があります

周囲の状況に応じて
あわてずに

まず身の安全を
確保する！

5

　緊急地震速報は、最大震度５弱以上と推定した地震の際に、強い揺れ（震度４以上）
の地域の名前を強い揺れがくる前に、テレビやラジオなどを通じて、数秒から数十秒
秒前にお知らせするものです。
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▼
募
集
人
員

▽
東
幼
稚
園

▽
南
幼
稚
園

▽
ア
ザ
レ
ア
幼
児
園
（
短
時
間
保
育
）

※
各
園
ご
と
の
入
園
申
し
込
み
が
、
定
員
を
超
え

　

た
と
き
は
そ
の
園
に
つ
い
て
は
、
抽
選
で
入
園

　

者
を
決
定
し
ま
す
。

▼
申
請
書
配
布
期
間

▼
受
付
け
期
間

▼
受
付
け
場
所

▼
問
合
せ
先

▽
東　

幼　

稚　

園

▽
南　

幼　

稚　

園

▽
ア
ザ
レ
ア
幼
児
園

▽
役
場
子
ど
も
教
育
課

▼
東
幼
稚
園

・
日　

時

・
内　

容

▼
南
幼
稚
園

・
日　

時

・
内　

容

▼
ア
ザ
レ
ア
幼
児
園

▼
入
園
資
格
と
基
準

▽
須
恵
町
内
に
居
住
し
、
次
の
期
間
に
生
ま
れ
た
幼
児

※
ア
ザ
レ
ア
幼
児
園
の
み

　

う
つ
は
、
特
別
な
人
が
か
か
る
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

15
人
に
１
人
以
上
が
一
生
の
う
ち
に
経
験
す
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
に
も
よ
く
見
ら
れ
る
病
気
で
す
。
加
齢
に
よ
る
身

体
機
能
の
低
下
・
退
職
な
ど
に
よ
る
社
会
的
役
割
の
喪
失
な

ど
か
ら
、
う
つ
状
態
に
な
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

　

認
知
症
（
痴
呆
）
の
初
期
症
状
に
似
て
い
る
と
も
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

決
し
て
、特
別
な
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
早
め
の
相
談
・

治
療
・
休
養
が
大
事
で
す
。

　

風
邪
を
ひ
い
た
ら
内
科
、
骨
折
を
し
た
ら
整
形
外
科
な
ど
、

体
の
部
位
に
合
わ
せ
て
専
門
の
診
療
科
が
あ
り
ま
す
。

　

治
療
せ
ず
に
気
力
だ
け
で
治
そ
う
と
す
る
の
は
、
骨
折
し

た
足
で
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
す
る
よ
う
な
も
の
で
す
。

　

こ
こ
ろ
に
症
状
が
現
れ
た
時
は
、
精
神
科
・
神
経
科
・
心

療
内
科
な
ど
で
、
専
門
的
な
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
大
事
で

す
。
ま
ず
は
、
役
場
福
祉
課
・
保
健
環
境
課
・
粕
屋
保
健
福

祉
環
境
事
務
所
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
は
、
気
軽
に
相
談
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

ここ２週間続いているものに□チェックを
つけてください

□　毎日の生活に充実感がない
□　これまで楽しんでやっていたことが楽
　しめなくなった
□　以前は楽にできていたことが、今では
　おっくうに感じられる
□　自分は役に立つ人間だとは思えない
□　訳もなく疲れたような感じがする

　２項目以上あてはまった場合、うつの可
能性があります。

・十分に休養をとりましょう

・つらい気持ちは家族や友人に

　話してみましょう

・生活のリズムを整えましょう

・薬を上手に利用しましょう

・早めに相談しましょう

　※かかりつけ医にも
　　相談してみて
　　ください

「
眠
れ
な
く
な
る
」

「
食
欲
が
な
く
な
る
」

「
身
体
的
な
訴
え
が
急
に
増
え
る
」

「
感
情
の
起
伏
が
激
し
く
な
る
」

「
心
配
性
に
な
る
」

「
も
の
忘
れ
が
目
立
つ
」

 

ゆ
っ
く
り
休
ま
せ
ま
し
ょ
う

「
頑
張
れ
」
と
励
ま
し
す
ぎ
な
い

原
因
を
あ
れ
こ
れ
と
追
求
し
な
い

重
大
な
決
定
は
先
に
延
ば
し
ま
し
ょ
う

　

須
恵
町
で
は
、
11
月
14
日
（
水
）
に
う
つ

病
予
防
に
つ
い
て
の
講
演
会
を
開
催
す
る
予

定
で
す
。

役
場
福
祉
課
・
保
健
環
境
課

☎
９
３
２
・
１
１
５
１

粕
屋
保
健
福
祉
環
境
事
務
所　

保
健
福
祉
課

☎
９
３
９
・
１
１
８
５

東幼稚園入園式

工作製作中！（アザレア幼児園）
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企画展のご案内
10月 10日（水）～28日（日）
（月曜休館・28 日は正午まで・入館無料）

9 88

アザレア幼児園の森

8

　10 月 10 日から開催される須恵美術クラブ展も回を重ね、今年

で 13 回目となりました。

　久我記念館を愛し、美術館の存在を支えとして積み重ねた『13

年の時間』、その中で会員各々が質の高い作品展となるよう努力

を重ね、お互いに影響し合い、刺激し合いながらでの今回の作品

展となりました。

　今年もみなさまのご高覧を心からお待ちしております。

　なお、久しぶりに会期中 JAZZ  CONCERT も予定しております。

こちらも合わせてご来館いただきますよう秋色の美術館からのお

誘いです。

　JAZZ　コンサート　Ａ
エ ア ジ ン
ＩＲＥＧＩＮ

とき　10 月 20 日（土）
会場　須恵町立久我記念館
開演　18：30
主催　須恵美術クラブ　☎ 932 - 4987

森で遊ぶ園児たち

第 13回　須恵美術クラブ展

～ 秋色の美術館 ～

　

保
存
樹
と
保
存
樹
林
、
今
回
は
、
幼
稚
園
の
木
の
実
、
実

の
な
る
木
の
樹
林
で
す
。

　

都
会
の
子
ど
も
た
ち
に
「
ど
ん
な
木
の
実
を
知
っ
て
い
ま

す
か
？
」
と
尋
ね
た
と
し
ま
し
ょ
う
。
ド
ン
グ
リ
や
ク
リ
、

サ
ク
ラ
ン
ボ
く
ら
い
は
答
え
が
返
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
か
。

　

し
か
し
、
そ
の
多
く
は
い
わ
ば
耳
学
問
で
身
に
つ
け
た
も

の
で
し
ょ
う
。

　

と
こ
ろ
が
、
わ
が
須
恵
町
の
幼
稚
園
に
は
、
木
の
実
、
実

の
な
る
木
を
体
感
で
き
る
場
所
が
備
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

須
恵
町
自
然
教
育
林
推
進
協
議
会
で
は
、
平
成
５
年
か
ら

町
内
に
あ
る
３
つ
の
幼
稚
園
で
、
学
園
の
森
づ
く
り
を
始
め

ま
し
た
。
最
初
は
、
卒
園
記
念
の
記
念
植
樹
が
中
心
で
し
た

が
、
そ
の
後
「
実
の
な
る
木
の
森
」
づ
く
り
へ
と
発
展
し
ま

し
た
。

　

こ
の
う
ち
ア
ザ
レ
ア
幼
児
園
（
旧
西
幼
稚
園
）
に
は
、現
在
、

ヤ
マ
モ
モ
、
カ
キ
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
、
グ
ミ
、
ザ
ク
ロ
、
ヒ
メ

リ
ン
ゴ
、
カ
リ
ン
、
キ
ン
カ
ン
、
ミ
カ
ン
、
ハ
ッ
サ
ク
、
ク

リ
、
モ
モ
、
ウ
メ
、
イ
チ
ジ
ク
そ
れ
に
ビ
ワ
な
ど
実
に
15
種

類
以
上
の
「
実
の
な
る
木
」
が
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

も
と
も
と
ア
ザ
レ
ア
幼
児
園
の
あ
る
町
の
西
地
区
は
、
山

間
部
か
ら
離
れ
て
い
て
、
実
の
な
る
木
は
も
と
よ
り
緑
も
少

な
い
地
域
で
す
。

　

こ
う
し
た
場
所
に
作
ら
れ
た
学
園
の
森
で
園
児
た
ち
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
花
の
季
節
に
は
、
森
の
中
を
回
っ
て
色
と
り
ど

り
の
花
を
観
賞
し
ま
す
。
ま
た
、
収
穫
の
時
期
に
は
、
先
生

や
保
護
者
に
手
伝
っ
て
も
ら
っ
て
、
た
わ
わ
に
実
っ
た
果
実

を
も
ぎ
と
り
収
穫
の
喜
び
に
浸
っ
て
い
ま
す
。

　
「
百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
」。

し
か
も
幼
年
時
代
の
体
験
は
、

生
涯
忘
れ
ま
せ
ん
。

　

自
然
を
体
感
し
て
育
っ
た

子
ど
も
た
ち
が
、
自
然
に
喜

び
を
見
出
し
、
自
然
と
共
生

し
な
が
ら
生
き
て
い
く
こ
と

を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
須
恵
町
自
然
教
育
林
推
進

協
議
会
）
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早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
に
、
今

か
ら
約
20
年
前
に
ア
メ
リ
カ
の
ミ
シ

ガ
ン
大
学
か
ら
移
管
さ
れ
た
、
検
閲

台
本
の
資
料
（
ダ
イ
ザ
ー
・
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
）
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

当
時
、
福
岡
市
内
に
あ
っ
た
Ｃ
Ｃ
Ｄ

Ⅲ
（
第
三
地
区
民
間
検
閲
局
）
に
保

管
さ
れ
て
い
た
検
閲
用
台
本
の
副
本

が
、
Ｃ
Ｃ
Ｄ
Ⅲ
の
閉
鎖
後
、
ウ
ィ
リ

ア
ム
・
ダ
イ
ザ
ー
少
尉
の
指
示
に
よ

り
、
ア
メ
リ
カ
へ
持
ち
運
ば
れ
ミ
シ

ガ
ン
大
学
へ
移
送
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
中
に
、
高
見
良
夫
さ
ん
の
台

本
を
発
見
し
ま
し
た
。
題
名
が
同
じ

資
料
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
正
本
と
副

本
の
関
係
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。ま
さ
に
60
年
の
時
を
経
て
の「
再

会
」
で
す
。　

（
啓
）

　

資
料
館
に
「
博
多
に
わ
か
」
の

資
料
が
あ
り
ま
す
。
昭
和
23
年
５

月
か
ら
６
月
頃
に
、
福
岡
市
西
堅

粕
町
（
現
、
博
多
区
堅
粕
）
の
博

多
二
○
加
（
に
わ
か
）「
ど
っ
こ

い
し
ょ
劇
団
」
の
高
見
良
夫
さ
ん

が
書
い
た
に
わ
か
劇
の
台
本
で
す
。

　

こ
の
台
本
の
最
初
の
頁
に
Ｇ
Ｈ

Ｑ
（
連
合
国
軍
最
高
司
令
官
総
司

令
部
）
の
検
閲
印
を
発
見
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
当
時
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が

行
な
っ
て
い
た
プ
レ
ス
コ
ー
ド

（
書
物
、
新
聞
な
ど
に
対
す
る
検

閲
）
を
示
す
資
料
で
す
。

「
60
年
ぶ
り
の
再
会
」

にわか面

※
福
岡
歴
史
彩
発
見
事
業

　

歴
史
民
俗
資
料
館
特
別
展
「
博
多

　

の
話
芸　

博
多
に
わ
か
」
史
料
展

　

10
月
４
日（
木
）〜
12
月
24
日（
月
）

※
月
・
火
・
水
曜
日
休
館

（
祝
日
の
場
合
は
開
館
）

第４回  須恵篆刻会 展
11 月３日（土）～ 11月18 日（日）
（月曜休館・18日は正午まで・入館無料）

「麟鳳亀龍」　恵山刻
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糟
屋
６
町
の
合
併
に
関
す
る
住
民
説
明
会
と
懇

談
会
が
、９
月
３
日（
月
）・
４
日（
火
）・
６
日（
木
）

に
町
内
の
各
小
学
校
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
本
年
１
月
に
開
設
さ
れ
た
糟
屋
６
町

合
併
研
究
会
で
議
論
し
て
い
る
合
併
問
題
に
関
し
、

住
民
の
み
な
さ
ん
に
説
明
し
て
意
見
を
聞
く
こ
と

を
目
的
に
、
各
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
主
催
で
行
わ

れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
説
明
会
に
、
３
会
場
合
わ

せ
て
４
２
４
人
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

　

中
嶋
町
長
は
、「
合
併
は
、
地
方
分
権
化
が
進

ん
で
い
く
中
で
の
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
と
し
て

の
手
段
で
す
。
合
併
あ
り
き
と
い
う
よ
う
な
、
合

併
化
を
目
的
と
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
み

な
さ
ん
の
率
直
な
意
見
を
い
た
だ
き
た
い
。」
と

あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

　

説
明
会
は
、同
研
究
会
事
務
局
が
作
成
し
た「
ま

ち
づ
く
り
構
想
」
の
資
料
を
も
と
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
懇
談
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
合
併
後
の
人
口
や
面
積
は

適
正
な
の
か
」「『
す
え
』
と
い
う
名
前
は
残
る
の

か
」「
６
町
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
的
な
町
は
ど
こ

に
な
る
の
か
」「
ご
み
や
水
道
料
金
は
ど
う
な
る

の
か
」「
３
年
前
の
合
併
問
題
の
時
は
財
政
破
綻

は
問
題
に
な
ら
な
か
っ
た
で
は
な
い
か
」
な
ど
の

意
見
が
出
さ
れ
、
合
併
問
題
に
対
す
る
関
心
の
高

さ
が
伺
え
ま
し
た
。

熱心に聞き入る参加者

現状を説明する合屋総務課長

水墨画にチャレンジする子どもたち

　須恵東中学校（柴田幸尚校長）太鼓部が、８月 24日

（金）と 25日（土）に東京都の青山劇場などで行われた、

第６回東京国際和太鼓コンテストに出場しました。

　同部の、このコンテストへの出場は２年連続となるも

のです。

　同部の生徒たちは、全国各地から選ばれたチームを前

に、福岡県を代表して見事な演奏を披露しました。

東中太鼓部が
２年連続の快挙！

みんな上手に描きました

敬老の日をコーラスでお祝い

　９月 17 日（月）は敬老の日です。町内の、70 歳以

上のお年寄りは 3056 人（９月１日現在）です。内訳は

男性が 1165 人、女性が 1891 人で、町人口の 11.82％

を占め、昨年の同時期と比べて 97人増えています。

　この敬老の日を前後して、町内各地区で敬老会が催さ

れ長寿を祝いました。

　城山区では、９月 16日（日）に同区公民館で敬老会

が行われました。敬老者約 60人が出席して、踊りやゲ

－ムなどの催しで長寿を地域みんなで祝いました。

敬老の日
長寿を地域でお祝い

２年連続の出場を果たした東中太鼓部

　久我記念館夏休みワークショップ「アートに触れる夏

（その３）」（同館など主催）が、美術センター久我記念

館で開催されました。

　８月 26日（日）は、水墨画家の秦生さんを迎え、習

字道具の筆でパンダや朝顔、竹と雀の描き方を習いまし

た。９月２日（日）は、洋画家の尾花成春さんにデッサ

ンの方法やプロの作家が体験してきたことを習いました。

　参加した子どもたちは、作家から直接指導を受けると

いう貴重な体験をしました。帰る際には、絵がうまくな

るようにと握手をする子どももいました。

（財）自治総合センターの補助で購入した
軽スポーツ用具

脚立、噴霧器などターゲットバードゴルフ、シャフルボール、机など

軽スポーツ用具を貸し出します
ご利用ください

　町ではこのほど、（財）自治総合センターのコミュニ
ティ助成事業の補助を受けて、グランドゴルフやター
ゲットバードゴルフ、シャフルボードなどの用具を購入
しました。
　今回購入した用品は、社会教育課を窓口として貸し出
します。町内各地区のイベントやサークル活動にご利用
ください。
●問合せ先　役場社会教育課　☎ 934 - 0030
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　国民年金に加入している間などに、病気やケガなど
で障害の状態になったときに受給することができる年
金です。
　障害の程度や子　の数によって年金額が異なります。

障害の程度が１級のとき　年額　 99 万 100 円

障害の程度が２級のとき　年額　 79 万 2100 円

納付要件　を満たしている人が
●国民年金の加入中に初診日がある病気やケガで国民
　年金法で定められた「１級」「２級」の状態となっ
　たとき（※身体障害者手帳の等級とは基準が違いま
　す）
●以前に被国民年金保険者だった人でも、日本に住ん
　でいる 60 歳以上 65 歳未満の間に初診日がある病
　気やケガで、障害の状態となったとき
● 20歳前に初診日がある病気やケガで障害の状態と
　なったとき

住民課　☎ 932-1151（内線 119 番）

障害基礎年金のご案内

歴史民俗資料館　☎ 932-6312

歴史民俗資料館出張展示を行います

　歴史民俗資料館では、同館に収蔵する約１万点も
の資料を活用するため、町立図書館に展示する出張
展示を次のとおり行なっています。
　図書館にお越しの際は、展示品をご覧いただき須
恵町の歴史や昔の暮らしを感じてください。
●展示場所　須恵町立図書館
●展示資料　炭坑関係資料および展示解説パネル
・採掘関係資料　削岩機、キャップランプ、起爆装
　置、石炭、練炭、豆炭
・須恵の炭坑関係資料　雑誌「新原」、海軍炭坑表札、
　古写真、絵図
●展示期間　約２か月で展示品を入れ替えます。

上下水道課　☎ 932-1151（内線 233 番）

水道開閉栓のご案内

　須恵町では、引越しなどによる土・日、祝日の水
道の開閉栓業務は行なっていません。
　水道の使用を開始、または休止される場合は、事
前に役場が開庁している時間内に印鑑を持参して手
続きをしてください。手続きが終了後、役場開庁時
間内で水道の開閉栓作業を行います（役場閉庁時に
水道の開閉栓を希望した場合は、翌開庁日の開閉栓
作業になります。開庁時間は、平日の８時 30分か
ら 17時 15分までです）。

町
・
県
民
税
・
・
・
３
期
分

国
民
健
康
保
険
税
・
５
期
分

10
月
の
納
税

町の人口
平成 19年９月１日現在 

（　）＝前月比
●男　性　12,667 人（＋ 25）
●女　性　13,175 人（＋ 19）
●合　計　25,842 人（＋ 44）
●世帯数　 9,357 戸（＋ 23）

福祉課　☎ 932-1151（内線 123 番）

沖縄地域戦没者追悼式の
お知らせ

　先の大戦における、沖縄地域での本県出身の戦没
者および一般戦災死没者の方々に対し、次のとおり
追悼式を実施します。
●実 施 日　平成 20年１月 24日（木）・25日（金）
●場　　所　沖縄県糸満市「福岡の慰霊の塔」前
●主　　催　福岡県
●募集人員　30人
●参加資格
・先の大戦における沖縄地域での本県出身の戦没者
　および一般戦災死没者の配偶者、父母、子および
　兄弟姉妹で本県に在住する人
・過去に参加したことがない人
・全行程に十分耐えられる体力を有し、団体行動が
　とれる人
●参 加 費　県が一部を補助します。差額は本人負
　担です。
●申込み締切り　11月１日（木）
●申込み先　役場福祉課

子ども教育課　☎ 932-1151（内線 245 番）

第三ビスケットクラブ指導員募集

●資　格　小学校教諭または保育士資格をお持ちの方
　（資格をお持ちでない方も相談ください。）
●時　間　
・月曜日～金曜日　14：00～ 17：00
・日、祝日を除く休校日　9：00～ 17：00
●賃　金　800 円／時間
●申込み・問合せ先
　須恵第三ビスケットクラブ　☎ 935 - 5109

総務課　☎ 932-1151（内線 321 番）

10 月は秋の行政相談週間です

　10月 15日（月）から 21日（日）までの一週間は、
全国一斉に「秋の行政相談週間」が実施されます。
　毎日の生活の中で、国や県、市町村などの行政に
対する苦情や意見、要望はありませんか。要望や意
見は、公平中立な第三者的な立場で聴き、その一つ
ひとつについて問題の解決や促進を図るとともに、
行政の改善に反映させていく、それが行政相談です。
本町では、毎月第一木曜日に合同相談所（行政・人権・
心配ごと）を開設しています。相談は無料で、秘密
は固く守られますので、お気軽にご相談ください。
●合同相談所
・日　時　毎月第一木曜日　13：00～ 16：00
・場　所　福祉センター
●行 政 相 談 委 員　小林 正利氏　☎ 932 - 3759
●人 権 擁 護 委 員　東　 紀子氏　☎ 932 - 4081
●心配ごと相談委員　田中 孝子氏　☎ 933 - 0315

※１

※２

※１【子による加算】
　子とは、18歳になる年度の末日を迎えていない子か、20歳未満で障害の状態が１級・２級の子のことをいう。
　子の数によって加算額が違います
　　１人目・２人目（年額）各 22万 7900 円
　　３人目以降　　  （年額）各 7万 5900 円
※２【納付要件】　①と②のうち、どちらかを満たしていること

①初診日（死亡日）の前
　日において、a+b+c の
　期間が加入期間の３分
　の２以上あること

②初診日（死亡日）の前
　日において、前々月ま
　での過去１年間に未納
　が無いこと

加入開始
　▼

ａ ｂ ｃ

加入期間
　▲
初診日
（死亡日）を
含む月
　▼

未納未納未納 免除免除免除納付納付納付

納
付
納
付
納
付

過去 1年間に未納が無い

前々月

詳しくは…
　東福岡社会保険事務所
　　☎ 651 - 7129

須恵町役場  住民課  国民年金係
　☎ 932 - 1151

※他にも初診日の要件・障害の状態の要件などもあります。

未納未納未納

未納未納未納 未納未納未納 免除免除免除

納付納付納付

納付納付納付
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● 申込資格
● 開催日時
● 場　　所
● 定　　員
● 申込み・問合せ先
役場福祉課 ☎ 932 - 1151（内線 126）

　　１９日（金）

　　自己負担金　３００円

　　　７日（水）

自己負担金　２００円

　　２４日（水）

自己負担金　３００円

１７日（水）

自己負担金　３００円

10月 10月 11月 11月 

　　３１日（水）

　　自己負担金　５００円

　　　２日（金）

自己負担金　３００円

　　１４日（水）

自己負担金　３００円

　　　９日（金）

　　自己負担金　５００円

　

緊
急
で
は
な
い
の
に
救
急
車
を
呼
ぶ
こ
と
で
、
本
当
に

救
急
車
を
必
要
と
す
る
重
症
者
へ
の
救
急
出
場
が
遅
れ
、

救
え
る
は
ず
の
命
が
救
え
な
く
な
り
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
こ
ん
な
緊
急
性
の
な
い
理
由
で
救
急
車
を

呼
ん
で
は
い
け
ま
せ
ん
…
。

（
消
防
に
関
す
る
世
論
調
査
よ
り
）

　

平
成
18
年
中
に
お
け
る
、
粕
屋
南
部
消
防
本
部
管
内
の

救
急
出
場
件
数
は
６
７
９
８
件
で
、
１
日
の
平
均
出
場
件

数
は
約
19
・
６
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
５
年
前

と
比
較
す
る
と
約
30
％
増
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
救
急

搬
送
人
数
は
６
３
２
４
人
で
、
そ
の
う
ち
約
42
％
の
人
が

軽
症
者
で
し
た
。

　

緊
急
性
が
な
く
自
分
で
病
院
に
行
け
る
場
合
は
、
自
家

用
車
・
タ
ク
シ
ー
・
公
共
交
通
機
関
な
ど
を
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

　

傷
病
者
の
様
子
や
事
故
の
状
況
な
ど
か
ら
、
急
い
で
病

院
へ
連
れ
て
行
っ
た
ほ
う
が
い
い
と
思
っ
た
と
き
は
、
迷

わ
ず
１
１
９
番
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
19
年
度
第
２
回
防
火
管
理
者
資
格
取
得
講
習
会

を
、
次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

▼
日　

時　

11
月
16
日
（
金
）・
17
日
（
土
）
の
２
日
間

　

９
時
〜
17
時

▼
場　

所　

粕
屋
南
部
消
防
本
部（
志
免
町
田
富
１
７
０
）

▼
定　

員　

60
人

▼
受
講
料　

５
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
込
み
）

▼
受
付
期
間　

10
月
22
日
（
月
）
〜
11
月
９
日
（
金
）

　

※
土
・
日
、
祝
日
を
除
く
、
８
時
30
分
〜
17
時

U
RL
:http

://w
w
w
.kasuyananb

u-shob
o.jp
/

み
ん
な
を
守
る
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地 域 安 全
速 報

安 全 安 心 ま ち づ く り 粕 屋 地 区
セ フ テ ィ タ ウ ン 須 恵
自 転 車 盗 多 発 !!

二重ロックで被害を防ごう !!!
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。
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・
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〜
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活
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発
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40
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〜

　

ア
ザ
レ
ア
ホ
ー
ル
須
恵
大
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ル
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込
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方
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項
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、

　

受
講
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よ
び
写
真
（
デ
ジ
カ
メ
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リ
ン
ト
不
可
）
２

　

枚
を
添
え
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、
粕
屋
南
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消
防
本
部
予
防
課
に
提
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だ
さ
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は
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よ
び
中
部
消
防
署
（
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屋
町
）
に
あ
り
ま
す
。

▼
問
合
せ
先

　

消
防
本
部
予
防
課
指
導
係

　

☎
９
３
５
・
６
３
８
９
（
直
通
）

●問合せ先　粕屋警察署・粕屋地区防犯協会
☎　939 - 0110（内線 261・262）

自転車の盗難防止のポイント
・自転車から離れる時は、必ずカギをかけましょう。
・確実に二重ロックをしてください。
・防犯設備の整った駐輪場に置きましょう。
・夜間は、路上に置きっぱなしにせず、屋内に入れま
　しょう。
・防犯登録をしましょう（盗難の被害に遭った場合に、
　犯人の検挙や被害品の返還ができる確率がかなり高
　くなります）。 ・「カギなし」が 25％で、４台に１台が施錠されてい

　ない。
・二重ロックで盗まれたのは、わずか７.９％
・カギをかけているにもかかわらず盗まれた自転車の
　４台中３台がプレスキー使用の馬てい錠のみ。

被害に遭った自転車についての調査結果

狙われる馬てい錠！

２６日（金）

自己負担金　２００円

（
第
一
小
学
校
校
区
）

す
こ
や
か
秋
祭
り　

11
月
11
日
（
日
）

（
第
二
小
学
校
校
区
）

ぺ
っ
た
ん
フ
ェ
ア　

11
月
11
日
（
日
）

（
第
三
小
学
校
校
区
）

ふ
れ
あ
い
祭
り　

10
月
21
日
（
日
）

・
救
急
車
で
病
院
に
行
け
ば
す
ぐ
診
て
も
ら
え
る

　

と
思
っ
た
。

・
入
院
・
通
院
予
定
だ
っ
た
。

・
掛
か
り
つ
け
の
病
院
が
休
診
中
で
あ
っ
た
。

・
ど
こ
の
病
院
に
行
っ
て
よ
い
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
。

・
救
急
車
は
無
料
だ
か
ら
…
。

　

各
小
学
校
を
会
場
に
、
地

域
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
ス

テ
ー
ジ
発
表
や
バ
ザ
ー
な
ど

が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

　

家
族
み
ん
な
で
楽
し
め
ま

す
。
た
く
さ
ん
の
ご
来
場
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
（
各
会

場
と
も
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
車
で
の
ご
来
場
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
）。
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　談ください。
●募集人員　150 人（男女不問）

●訓練期間　１年間。ただし、プロ
　グラム設計科のみ２年間。
●応募締切り　平成20年1月10日（木）
●問合せ先
　福岡障害者職業能力開発校
　☎ 093 - 741 - 5431

●受験資格　平成 20 年４月１日現
　在で、18 歳以上 27 歳未満の男子
●申込み期限　12 月 13 日（木）
●試 験 日
　・第１回　11 月 17 日（土）
　・第２回　12 月 15 日（土）

●日　時　11 月３日（土）
　９：30 ～ 14：00
●場　所　福岡県立北筑前養護学校
　（古賀市千鳥４－３－１）
●内　容　児童生徒による学習発表、
　中学部生徒による作業学習製品販
　売など
●問合せ先
　福岡県立北筑前養護学校
　☎ 943 - 8674

　中南米地域の日系団体
●応募期限　11 月９日（金）
●派遣期間　１年間または２年間
●待遇など　JICA の規程に基づき
　往復旅費、現地生活費、国内積立
　金などを支給
●体験談・説明会
・日　時　10 月 16 日（火）・29 日
　（月）18：30 ～
・場　所　アクロス福岡
●問合せ先
　JICA 九州　☎ 093 - 671 - 8349
　URL　http://www.jica.go.jp

　自衛隊の活動、自衛隊の仕事、自
衛隊の入り方など､ 色々な疑問にお
答えします。
　自衛隊に興味をお持ちの方、ふ
るってご参加ください。
○日　時　11 月３日（土）
　　　　　13：30 ～ 14：30
○場　所　アザレアホール須恵
○内　容　・自衛隊活動および仕事
　の説明・自衛官採用試験の説明・
　質疑応答
●問合せ先
　自衛隊福岡地方協力本部
　☎ 607 - 4826
　URL　http://www.mod.go.jp/
　 　pco/fukuoka/

●日　時　10 月 21 日（日）
　11：30 ～ 15：00
●場　所　柚の木学園駐車場
　（志免町大字吉原 688 －１）
●催し物　ステージ・飲食コーナー・
　リサイクルバザーなど
●その他　リサイクルバザー出品商
　品を募集しています。ご家庭にね
　むっている遊休品はございません
　か？ 10 月 15 日（月）まで募集
　いたします（食品はご遠慮くださ
　い。未使用の物のみ募集します）。
●問合せ先
　柚の木学園　☎ 936 - 5427

　配偶者やパートナーからの暴力（ＤＶ）は、被害者の人権を深く傷つけ
るものであり、決して許されるものではありません。
　これまで、夫婦間の暴力があっても、「夫婦げんかは犬も食わない」な
どと、家庭の中の問題として見過ごされてきました。また、家庭という他
者の目が届かない場所で行われるために、暴力はエスカレートし、被害が
深刻化しがちです。

　内閣府が行なった全国調査では、女性の実に４人に一人（26. ６％）が「身
体的暴力を受けた」と回答しています。

　福岡県では、県民のみなさんが身近なところでＤＶの相談をすることが
でき、必要な支援や情報提供が受けられるように、県内の保健福祉環境事
務所を配偶者暴力相談支援センターに指定しました。
　このセンターでは、ＤＶ専用の相談電話を設け、電話や面接により相談
を受けています。相談は無料、匿名でも相談できます。
　また、秘密は固く守りますので、安心してご相談ください。

●ＤＶ相談専用電話
・月曜日～金曜日　８：30 ～ 17：15（土・日、祝日は除く）
　粕屋保健福祉環境事務所　☎ 939 - 0511
・月曜日～金曜日　17：15 ～ 24：00　
　土・日、祝　日　９：00 ～ 24：00（年末年始は除く）
　福岡県配偶者からの暴力相談電話　☎ 716 - 0424

　福岡法務局、福岡人権擁護委員協
議会では、粕屋地区法務総合相談所
を開設します。相談は無料で、秘密
は厳守されますので、お気軽にご相
談ください。
●日　時　10 月 10 日（水）
　10：00 ～ 15：00
　（受付け９：30 ～ 14：00）
●会　場　須恵町ボランティアセンター
●相談員　公証人、弁護士、人権擁
　護委員、法務局職員
●相談内容　不動産売買、土地境界、
　相続、遺言、いじめ、近隣トラブ
　ル、戸籍など
●問合せ先
　福岡法務局人権擁護部
　☎ 721 - 9166
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　北九州市若松区の福岡障害者職
業能力開発校（国立県営）では、
平成 20 年度の訓練生を募集してい
ます。
●資　格　身体障害者手帳所持者、
　または取得可能な人。ただし、総
　合実務科は療育手帳所持者、また
　は、知的障害者と認める判定書が
　提出可能な人。身体障害、知的障
　害以外の障害をお持ちの人はご相

　JICA では、平成 19 年度の秋募集
として、次の要領で「青年海外協力
隊」「日系社会青年ボランティア」
を募集します。
　青年海外協力隊とは、技術や経験
を活かして開発途上国の人たちと共
に生活し、相互理解を図りながら、
自助努力を促進させる形で協力活動
を展開していくボランティアです。
　日系社会青年ボランティアは、青
年海外協力隊とほぼ同じですが、中
南米の日系社会への協力を通じて、
その国の人たちや社会へ貢献するボ
ランティアです。
●応募資格　20 歳～ 39 歳までの日
　本国籍の人
●募集人員・分野
○青年海外協力隊　
　約 1400 人　農林水産、土木建築、
　教育文化など約 120 職種
○日系社会青年ボランティア　
　約 40 人　教育文化、保健衛生、
　福祉など約 10 職種
●派遣国
○青年海外協力隊
　アジア、中近東など約 80 か国
○日系社会青年ボランティア

●日　時　11 月 11 日（日）
　開場　13：15 ～　開演 14：00 ～
●場　所　福岡市民会館（中央区天神）
●入場料　無料（要整理券）
●整理券配布　10 月 16 日（火）～
　福岡市役所情報プラザ、アクロス
　福岡、ザ・モール春日店、サティ
　大野城店など
●問合せ先
　陸上自衛隊第４師団広報室
　☎ 591 - 1020

科　名 定員
コンピュータ製図科 20 人
プログラム設計科 20 人
商 業 デ ザ イ ン 科 20 人
Ｏ Ａ ビ ジ ネ ス 科 20 人
福 祉 住 環 境 科 20 人
ネットビジネス科 30 人
総 合 実 務 科 20 人

●日　時　11 月３日（土）・４日（日）
　10：00 ～ 16：00
●場　所　宇美町中央公民館
　（宇美町平和１－１－１）
●内　容　刑務所作業製品の展示販
　売（木工製品、靴製品、陶器製品
　など）、刑務所内生活の紹介、音
　楽演奏、更生保護女性会によるバ
　ザーなど
●問合せ先　
　福岡刑務所
　☎ 932 - 0395
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児童書一般書

　古今の世界の名作をいかに読む

か、体験に即して明快な指針を示す。

2006 年の講演等を大幅に修正し収録。

「奇妙な仕事」に始まり、「おかしな二

人組」に至るまでの創作のカギを明か

し、未来へと託す。

　この絵本は、子どものための美術の

絵本遊園地。入園できる人は子どもか

ら大人までどなたでも大歓迎。美しい

もの、楽しいもの、おもしろいものな

どいつもとは違う角度で見てみよう。

　あさのあつこ、香山リカ、川嶋あい

等の各界で活躍する「本好き」が、とっ

ておきのおすすめ本を紹介。ベストセ

ラーから古典的名作、恋愛小説、歴史

小説など、様々なジャンルの本をとり

あげる。

ヤングアダルト
　「ぽぽんぴ　ぽんぽん」たろうくん

のおへそはどこかな？　どうぶつたち

も出てきます。最後はみんなで「じゃ

ぶ　じゃぶ　ぱしゃ　ぱしゃ」お風呂

でいいきもち。

あかちゃん絵本

●対 象 者　平成 18 年 12 月生まれの赤ちゃん
●必要なもの　赤ちゃんの写真（ふりがな付きの
　氏名、生年月日を裏書）、保護者のメッセージ（70
　字以内、居住区、保護者の氏名を明記）
　※ここで掲載された写真や氏名などは、須恵町

ホームページの中の「広報すえ」で公開され
　　ますので、その旨了解の上申し込みください。
　　なお、写真は返却しません。
●締切り日　10 月 31 日（先着８人まで）
●問合せ先　役場企画課　☎ 932 - 1151

☎９３２- ６３６４

次
回
申
し
込
み
要
領

♡

11 月
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ●  ３

◆  ４ ５ ６ ７  ８ ９ ★ 10

11 　12 13 14 ♥ 15 16 ★ 17

18 19 20 21 22 23 ◆ 24

＊ 25 26 27 28 29 30

10 月 印は休館日です。
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６

７ ８ ９ 10 ♥ 11 12 ★ 13

14 15 16 17 18 19 ★ 20

21 22 23 24 25 26 ＊ 27

＊ 28 29 30 31

♡

▼
本
の
お
と
も
に
…
し
お
り
づ
く
り

　
　

し
お
り
（
名
刺
サ
イ
ズ
）
を
つ

　

く
っ
て
、
ラ
ミ
ネ
ー
ト
加
工
し
ま

　

す
。
画
用
紙
な
ど
の
材
料
は
図
書

　

館
で
準
備
し
ま
す
。
ご
自
宅
か
ら

　

持
参
さ
れ
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

　

世
界
に
ひ
と
つ
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ

　

ル
の
し
お
り
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん

　

か
（
一
人
１
日
１
回
作
る
こ
と
が

　

で
き
ま
す
）。
無
料
。

▼
ブ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル

・
日　

時　

10
月
27
日
（
土
）・
28

　

日
（
日
）
10
時
〜
16
時
無
く
な
り

　

次
第
終
了
し
ま
す
。

・
場　

所　

閲
覧
室

・
内　

容　

お
一
人
10
冊
ま
で
お
好

　

き
な
本
を
無
料
配
布
し
ま
す
。

▼
科
学
あ
そ
び
教
室

　
　

福
岡
県
青
少
年
科
学
館
の
方
を

　

講
師
に
招
い
て
、
実
験
や
工
作
を

　

し
ま
す
。
何
を
す
る
か
は
当
日
の

　

お
楽
し
み
!!

・
日　

時　

11
月
４
日（
日
）14
時
〜

・
場　

所　

あ
お
ば
会
館
２
階
体
育
館

・
募
集
人
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30
人
（
先
着
順
）

・
申
込
み　

10
月
10
日（
水
）〜　

・
受
講
料

　

材
料
代
と
し
て
１
０
０
円

・
申
込
み
方
法

　

窓
口
ま
た
は
電
話
に
て

▼
お
は
な
し
リ
レ
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
や
文
庫
に

　

よ
る
お
は
な
し
会
で
す
。
ぜ
ひ
お

　

越
し
く
だ
さ
い
。

・
日　

時　
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月
３
日（
土
）11
時
〜

▼
申
込
み
・
問
合
せ
先

　

須
恵
町
立
図
書
館　

　

☎
９
３
２
・
６
３
６
４

　８月 25 日（土）14：00 から、夏休み特別企
画第２弾として「竹細工」を行いました。須恵
区在住の真子国光さんをお迎えし、総勢 33 人で
竹とんぼとかざぐるまを作りました。出来上が
るとさっそく遊んだりして、楽しいひと時を過
ごしました。竹細工のお土産もいただきました。

真子さんと完成した作品を手にした子どもたち

「ぽぽんぴ　ぽんぽん」
松竹　いね子　文
ささめや　ゆき　絵

「読む人間」
大江　健三郎　著

集英社

「びじゅつのゆうえんち」
シリーズ　全 12巻
福音館書店

「この本、おもしろいよ！」
岩波書店編集部
岩波書店

♥あかちゃんおはなし会　10月 11 日 ・11 月 15 日
　（ ０・１歳：10：20 ～　２・３歳：11：00 ～）
★おはなし会　10月 13 日・20 日・11 月 10 日・17 日
　（毎月第２・３土曜日 14：00 ～）
◆工作教室　11月４日（日）【要予約】・24日（土）　
　※ 10 月分は 11 月４日（日）に県青少年科学館の方を
　　お迎えしての「科学あそび教室」となります。
＊ブックリサイクル　10月 27 日（土）・28（日）
　10：00 ～ 16：00　※無くなり次第終了
●おはなしリレー　11 月３日（土）
　毎月最終木曜日は蔵書点検のため休館致します。

！ 図書館バックが不足しています。使用していない図書館
バックがありましたら、ご返却ください。
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10  月

11  月

20

上 水 道 の 漏 水 は 指 定 業 者 へ

香
典
返
し
お
礼社会

福
祉
協
議
会

日 曜 行　　事 場　　所 時　間 備　考

13 45 ～ 14 15
受　付

受　付

13 45 ～ 14 15
受　付

13 45 ～ 14 15
受　付

17 15 ～ 20 00

日 曜 行　　事 場　　所 時　間 備　考

13 45 ～ 14 15
受　付

13 45 ～ 14 15
受　付

13 45 ～ 14 15
受　付

10
月
16
日
か
ら
11
月
15
日

ま
で
の
予
定
表
で
す
。

一
番
田
区　

故　

黒
川
都
美
子
様

　
　
　
　

ご
遺
族　

黒
川　

征
成
様

佐　

谷　

区　

故　

百
田　

利
次
様

　
　
　
　

ご
遺
族　

百
田　

砂
枝
様

甲
植
木
区　

故　

稲
永　

通
章
様

　
　
　
　

ご
遺
族　

佐
藤　

章
子
様

新　

原　

区　

故　

清
水　

辰
男
様

　
　
　
　
　
　
　
　

ご
遺
族　

清
水
久
美
子
様

　

以
上
の
方
々
か
ら
多
額
の
寄
付
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

11  月

休  日  当  番  医 月　日
外　科 内科・小児科・歯科

病・医院名 電　話 病・医院名 電　話

※診療時間は９時から 17 時ま
　でです。
※一部変更になることがありま
　すので必ず下記で確認してく
　ださい。

●休日当番医の問い合わせ先

　救急医療情報センター
☎ 471 - 0099

　粕屋南部消防本部
☎ 935 - 5111

10 月21日 古川整形外科（宇美） 932 - 0050

粕屋中・南部
休日診療所

場所：粕屋郡久山町大字
　 久原 3168 - 1

652 - 3119

28 日 ひまわり病院（粕屋） 938 - 1311

11 月 3日 仲原病院（志免） 621 - 2802

4 日 栄光病院（志免） 935 - 0147

11 日 篠栗病院（篠栗） 947 - 0711

生活福祉総合相談日 場　　所 福祉センター相談室 時　間 13：00 ～ 16：00（弁護士相談のみ 13：00～ 15：00）
問合せ先 社会福祉協議会 933 - 2160

区分 健康・子育て・児童相談 障害者相談 高齢者相談 行政・人権・心配ごと相談 弁護士相談（要予約）

10 月

11 月

■
■ 

編
集
後
記 

■
■

　

う
つ
病
の
簡
単
な
症
状
と
チ
ェ
ッ
ク
方
法

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
以
前
は
、
う
つ
病

と
い
え
ば
あ
ま
り
縁
の
な
い
特
別
な
も
の
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
複
雑
な
現
代
社
会
で

は
、
身
近
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

早
め
の
相
談
や
治
療
が
大
切
な
よ
う
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
最
近
、
私
は
歯
科
医
に
お
世

話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
以
前
か
ら
不
具
合
が

気
に
は
な
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
病
院
嫌
い

の
た
め
我
慢
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
ど

ん
ど
ん
悪
化
し
て
病
院
に
行
か
ざ
る
を
得
な

く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
現
在
は
痛
い

思
い
を
し
て
い
ま
す
。
や
は
り
早
め
の
相
談

と
治
療
は
大
切
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
（
喜
）

●音訳テープ
○社協だより
　　「わかみず」
○広　報
　　「すえ」
○議会広報
　　「議会だより」

●問合せ先
　社会福祉協議会
　☎ 933 - 2160

BOOK

10  月
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